
 

平成 18年 10月 16日（月） 
豊田市都心交通ビジョン懇談会 

（資料１） 

豊豊田田市市都都心心交交通通ビビジジョョンン（（案案））  

 



豊豊田田都都心心交交通通ビビジジョョンン  ――  都都心心がが目目指指すすべべきき 99 のの目目標標  
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豊田市のポテンシャル ―豊田市の現状と発展の可能性― 

① 日本の産業・経済の牽引者としての豊田市 

豊田市は、都市別の製造品出荷額において全国第 1位であり、2位の東京都区部、その
他大阪市、横浜市などの出荷額の約２倍以上となっている。人口約 41万人の都市にして、
まさに日本の産業・経済を牽引する役割を果たしており、今後もその活力の持続・向上

が期待される。 

② 世界を代表する企業の本社が立地する豊田市 

世界を代表する企業、トヨタ自動車の本社が立地する都市であり、その特色を活かした

風格と魅力のある都市づくりが期待される。 

③ 中部圏および愛知県の枢要な産業拠点としての豊田市 

『グレーター・ナゴヤ・イニシアティブ』が標榜する国際・広域産業交流の枢要な拠点

として、また愛知県が推進する科学技術振興の戦略的拠点としての役割が期待される。 

④ 中・広域的な交通、物流の結節点としての豊田市 

中・広域的な交通、物流の結節点であり、道路・鉄道・港湾・空港などを通じて広く中

部圏内の拠点、および国内や海外へとつながる拠点として期待される。 

中部圏における豊田市の位置づけ 

●目標１：環伊勢湾及び東海環状都市間のアクセス時間を短縮 

¶ 名古屋都市圏の外周部をつなぐ環状道路や環状鉄道の整
備・充実、高速化などを通して交通ネットワークの強化

を図り、環伊勢湾および東海環状都市間のアクセス時間

を様々なモードで短縮する。豊田市はその環状ネットワ

ークの一角に位置する。 

広域鉄道・道路網 

ランク 都市名 出荷額（億円） 

1 豊田市 97,561 

2 東京都区部 50,998 

3 横浜市 42,689 

4 大阪市 41,358 

5 川崎市 38,583 

6 名古屋市 34,951 

7 倉敷市 34,115 

8 市原市 32,549 

9 神戸市 25,084 

10 京都市 22,264 

『豊田市の工業 平成 16年版』より 

●環状都市群 

これまでの歴史的な文化や産業

などを活かしながら個性的なロ

ーカル・アイデンティティを再

生し、また新たな新 3K 産業（環
境・健康・交流（観光））などを

軸にして、都市・地区間の活動

連携を図り、都市圏全体の活

力・魅力の強化・多様化を担う。

このため、立地特性や歴史文化

を活かして新たな産業の立地誘

導を進めるとともに、居住人口

の増大を図り、中心市街地の活

性化を進める。豊田市は、名古

屋大都市圏を形成する環状都市

群の一角を担うものとして位置

づけられている。 

２．まんなかビジョン （国土交通省（中部地方整備局）・東海 4県・名古屋市・地元経済界） 

＜東海環状都市圏・環伊勢湾交流圏などの形成による新たな交流の拡大＞ （H16.3） 

 

製造品出荷額ランキング 

１．名古屋大都市圏のリノベーション・プログラム  （中部経済産業局（H15.2）） 

 

３．グレーター・ナゴヤ・イニシアティブ（GNI）  

 （中部経済産業局（H17～）） 

 ●グレーター・ナゴヤ・イニシアティブは、名古屋を中心に半径約 100kmの地域において、圏内の
産業経済をより世界にオープンなものとして、世界から優れた企業・技術やヒト・情報を呼び込

むために、圏内の県、市、産業界、大学、研究機関など一体となって国際産業交流を促進する活

動である。グレーター・ナゴヤ・イニシアティブではこの地域が『日本最強の先端産業の集積地』

であることを魅力としており、豊田市はこの圏域において最も重要な都市のひとつとして、国際

産業交流の要となることが期待されている。 

アクセス時間の短縮 

名古屋大都市圏の将来都市構造イメージ図 

豊田市 




